


好かれるリーダーとは，どのような人を指すのでしょうか。いうまでもなく，職場

の人気者を指しているわけではありません。本コースでは，人間的魅力にあふれ，部

下やメンバーに心から慕われる人望あるリーダーを“好かれるリーダー”と表現して

います。

こうしたリーダーに対してならば，メンバーは自然と「この人の言うことには従っ

ていこう」，「こんなリーダーになら，すすんでついていきたい」といった気持ちを抱

くでしょう。逆の側から見れば，リーダーは，無理強いすることなく，効果的にメン

バーを動かすことができることになります。したがって，人望あるリーダーは，結果

として，“人を動かし，成果をあげる”という自らの本来の使命を効果的に果たすこ

とができます。

しかしながら，メンバーからの人望は，一朝一夕に得られるものではありません。

また，生まれながらにして，特定の人にだけ備わっているものでもありません。リー

ダーの人望は，日々の関わり合いの中で，部下やメンバーの心と触れ合い，また，心

をつかむ経験を積み重ねることで，醸成され，築かれていくものです。

本コースでは，このような認識に立って，真の意味において，部下やメンバーから

慕われ，頼りにされ，好かれるリーダーとなるために必要な心構えや行動について考

察をすすめていきます。

前半（第Ⅰ部）は，メンバーの心をつかむための前提条件として，メンバーの心と

触れ合うことができる職場環境づくりについて考えます。そのうえで，メンバーの心

に響く行動を通じて，メンバーの心をつかみ，人望を築いていくためのポイントを理

解していきます。後半（第Ⅱ部）は，メンバーがついてくる器の大きなリーダーとな

るために，リーダーとしての自分自身のあり方について，考察を深めます。さらに，

自分だけではなく，メンバーの器を広げることで，チーム全体の器を広げ，より大き

な成果を生み出すことのできるリーダーとなるためのポイントを押さえていきます。

学習にあたっては，リーダーとして目指すべき理想の姿と自己の現状を対比し，

“自分の行動をどのように変えていくことが重要なのか”を探求しながら，読みすす

めていきましょう。そうすることで，真に“好かれるリーダー”への道が開けてくる

に違いありません。
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第１章

メンバーの心と触れ合う
職場環境をつくろう

1 メンバーから
真に好かれるリーダーとは

あらためてリーダーの役割とは？

一般に，組織においてリーダーの立場にある人は，“目標の達成へ向

けて人を動かし，成果を生み出す”ことが求められます。すなわち，“達

成すべき共通の目標を示すこと”，および，“他者に影響を与え，他者の

行動を促すこと”を通じて，実際に目標を達成していくことが，リーダ

ーに求められる役割だといえます。

こうしたリーダーとしての役割を果たすために，リーダーは，大きく

２つの能力を備えることが必要です。１つ目は，メンバーに示す目標を

設定していくための“構想力”，２つ目は，メンバーを率い，チームと

して目標を達成していくための“実行力”です。

ここで大切なことは，どんなにすばらしい目標が掲げられても，部下

やメンバーを動かし，実行を推しすすめることができなければ，成果は

生まれないという点です。

なぜ，メンバーに好かれる必要があるのか

では，職場において，リーダーが効果的にメンバーを動かしていくた

めには，どうすればよいでしょうか。ここで重要な鍵となるのが，リー

ダーとメンバーとの間の関係です。

構想力

実行力
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もしメンバーが，「このリーダーは信頼できない」「こんなリーダーの

下で仕事をするのは苦痛だ」と思うようであれば，リーダーがどんなに

頑張ってみても，十分な成果は見込めません。もちろん強制的にメンバ

ーを動かす方法はありますが，こうしたやり方は長続きさせることは難

しく，またメンバーの持っている力を十分活かすこともできません。

一方で，「こんなリーダーについていきたい」「こんなリーダーの下で

働きたい」と思われるような関係を築くことができれば，チームとして

の実行力は大きく高まります。こうした関係があれば，リーダーが強制

力を働かせなくても，目指す目標を共有することで，メンバーはすすん

で動いてくれるでしょう。

したがって，メンバーに好かれ，慕われる関係を築くことは，リーダ

ーの役割を効果的に果たすために欠かせない要件なのです。

メンバーに好かれるとは，どういうことか

しかしながら，メンバーに好かれるといっても，単に「いい人」とい

うだけでは，リーダーとしては失格です。たとえば，メンバーが問題を

起こしたとき，嫌われたくないからといって，改善へ向けた指導を怠っ

てしまうと，目標の達成はおぼつかないことになります。リーダーには，

メンバーが苦痛に感じることであっても，必要となれば躊躇することな

く，指摘したり指示をしたりすることが求められるのです。

このように考えてくると，本コースでいうところの“好かれる”とは，

感情的な好き嫌いの話ではないことが理解できるでしょう。リーダーの

“人となり”に対する深い理解に基づき築かれる“リーダーとメンバー

の継続的な関係”として，“好かれる状態”となることを意味していま
あつれき

す。そこでは，たとえ利害対立や軋轢がある中であっても，リーダーが

“慕われ”かつ“頼られる”存在として認識され，確固とした信頼関係

のもとに，本音で話し合える関係が築かれていることが重要です。

メンバーとの表面的な関係だけでは，メンバーからの人望を得ること

はできません。メンバーとの深い関わり合いを通じて，メンバーの心と

触れ合い，心をしっかりとつかむことが，真に好かれるリーダーとなる

ための不可欠な条件なのです。

メンバーに好かれ，
慕われる関係

改善へ向けた指導

指摘 指示

リーダーとメンバ
ーの継続的な関係

人望
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